	



	平成２３年度第１回公開講座「緩和ケアって、なに？」
５月２８日（土）１４～１６時（市民会館）

　　　関西電力病院　緩和医療科部長　梶山　徹氏


約８０枚のスライド、ビデオ、途中で３回の「ここで質問」と、受講者も一緒に
考えながら、｢心に残る言葉｣を幾つもご紹介、１時間５０分のお話が短く感じら
れた。講座修了後の会員による懇談会にも参加頂き、更に会員からの質問にもお
答え頂くという、とてもハートフルな講座であった。

総論
　①日本人の年次別死亡率を見ると、がんによるものが徐々に増加、現在は、圧倒的に大きな割合で、

　　第１位を保っている事。

　②がんは高齢者に多いと思われがちであるが、実は、働き盛りの４５歳以上の方の割合が大きい。　

　③「がん」に対する印象は、「怖い」が圧倒的に多く約４５％、「どちらかと言えば怖い」が約３０％
と、怖いイメージが強い。
　④がん患者の特徴として、∇現在、３人に１人ががんのために死亡（１０年後には２人に１人）　

∇痛みや倦怠感、抑うつなど、症状が多彩　∇スピリチュアルペインが起こりやすい　∇患者を抱

える家族の苦悩も強い

　⑤がん患者の悩み（約8，０００人の声）　∇（精神的）不安や恐怖　∇身体的な苦痛　∇生き方、

生きる意味　∇収入や治療費

　⑥緩和ケア：ターミナルケア（最期の場面）と同じではない　∇「がん」に対して、身体や心の苦痛

　　を和らげるための医療技術で、「抗がん治療」と一緒に行う　∇病期によって・・告知後ケア、

　　スピリチュアルケア、症状緩和、看取りケア、悲嘆ケアなどを。

各論：省略
先生からの質問：皆さんも、ちょっと考えてみませんか。

①あなたが、もしがんになったとしたら、気がかりな事は何ですか。

　②あなたが、もしがんになったら、大切にしたいと思う事は何ですか。

　③もし、あと３ヶ月しか生きられないとしたら、あなたは何をしますか。

　④もし、あと１ヶ月しか生きられないとしたら、あなたは何をしますか。

　⑤もし、あと１日しか生きられないとしたら、あなたは何をしますか。

心に残る言葉：１２、ご紹介いただいた。
別途配付資料：スライドのコピー・終末期予後予測シート・これからの過ごし方について。
　　　感じたこと：これまでの講座などで、緩和ケアのお話は何度も伺ってきましたが、緩和ケアだけに
絞ったお話は初めてでした。それだけに、中身が多く、濃いものでした。そして、どこまでも患
者の目線でのお話しに、一同共感いたしました。講座の全容をご紹介出来ないのが残念です。
（文責　小澤）


　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
	「大阪府がん対策推進委員会」が、スタート


「がん対策基本法」（’０７．４）、大阪府がん対策推進計画（’０８．８）と、全国的にがん対策が進んでいる中、さる３月、「大阪府がん対策推進条例」が成立。大阪府としてのがん対策が、更に強化される体制ができつつあります。

　それに対応して、組織も大きく変わりました。これまでの５つの協議会や委員会を統合して、「大阪府がん対策推進委員会」が８月からスタートする予定です。３０名の委員で構成されますが、その中に３人の患者団体の枠が設けられ、５～６月の府下の患者団体で話し合いの結果、「ＮＰＯがんと共に生きる会」の濱本満紀さん、「ＮＰＯキャンサーサポート　ドリーム」の垣本志津枝さんと、私（小澤）が選出されました。

多くの患者さん、多くの皆さんのお役に立てるよう、委員会の中で発言をしていきたいと思います。

　また、患者団体の名称は、６月に「大阪がん患者・家族連絡会」と決まりました。連絡会には２６団体が参加していますが、更に多くの団体の参加を図るなど、その組織化も進めていかねばと思っています。色々と課題が多いですが、他のグループと相談しながら、大阪府下のがん対策を進めていきたいと考えています。

　なお、この「委員会」の下に、１２の部会が設けられ、大阪府としてのがん対応組織が出来つつあります
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～～～ある日の「吹田がん患者・家族会」～～～
　昨年２月に発足した会は、毎月例会を開催しながら、１年を過ぎました。初めは、良くわからない中で、「兎も角やってみよう」という事でスタートしましたが、皆さんのお陰で、徐々に良くなってきました。

　５月７日の例会では、こんな事がありました。少し、ご紹介を致します。

　当日は、在宅医の白山先生が、２時間、ずっとご出席いただきました。先生には、これまで公開講座に２度ご出講を頂き、馴染みの深い先生で、これまでも、「例会の予定はわかるので、時間を見て参加させてね」と仰せでしたが、まさか本当に来ていただけるとは・・・。

　皆さんのご質問にもお話しいただき、ある会員さんからの「自宅（吹田市外）の在宅医さんが分からなくて困っている」との相談に、その場で紹介いただき、「大変嬉しい」と、喜ばれました。

　初参加の男性：あるがん種で、手術をするかどうか･･･色々とインターネットなどを調べているが、迷っているので、同病で手術された方の話を聞きたくてやってきた」と。幸い、会員の中にいらしたので、お話をされて、「とても参考になった。治療をして、退院をしたら、入会します」と、仰せでした。

　知人が、病院で、「ホスピスに入るようにと言われて、判断に困っている」との相談に、色々と、一緒にお話をさせていただいて、納得されてお帰りになりました。

　いくつものがんを経験された方が初めてお見えになり、「皆さんが、とても前向きに生きておられるのを感じ、勇気をもらった。早速、入会した」と。

　また、素晴らしい会員さんがいらっしゃいます。

　Ａ子さん：東日本大震災のボランティアに行ってきた。今後も出かける予定。

　Ａ男さん：金剛山登山５００回記念メダルを持ってきて、見せていただいた。「なに、１６年間です」
と、事も無げに仰る・・・。
　なんだか、くさいＰＲじみたお話になりましたが、本当のお話です。私たちは、「こうすればよい」と申し上げるのではなく、一緒にお話を聞き、情報をお伝えする中から、皆さんがそれぞれ考えていかれます。そうした役割しか果たせませんが、お見え頂く方のお顔が明るくなるのを拝見して、「会を始めて良かった」と感じています。お近くに、お悩みの方がいらっしゃったら、是非、ご紹介をしていただけると嬉しいです。

	平成２３年度第２回公開講座「大往生なんか　せんでもええやん！」

６月２５日（土）１４～１６時（市民会館）

　さくらいクリニック院長・阪神ホームホスピスを考える会　代表　桜井　隆氏


参加者との対話形式で、楽しい雰囲気の中で、重い話題がどんどん進んでいった。

　「どんな往生のしかたが良いか」の質問に、「ぴんぴんころり」のご意見が･･･。「希望は多いが、実現するのは数％で、家族に迷惑をかける事になる場合がある」と、仰せ。突然死の場合は、救急車で運ばれて管をたくさん付けられる「スパゲッティ状態」になる事があり、その上、警察で検死も･･･。かかりつけの医師に看取ってもらうと良い。必ずしも医師がその場に立ち会う必要はない。

　日本人は我慢強い国民。モルヒネへの抵抗が強いが、殆どの痛みはコントロールされる。終末期はのたうち回るイメージがあるが、最後の１週間前から錯乱状態（せん妄も）が現れる事があるので、そう見えるだけである。

　家での介護の良さ。家族が支える大変さがあるが、達成感がある。

　在宅のスタート時は、病院とのカンファレンスをきちんと行い、患者さんが「見捨てられる」印象をなくしたり、退院の翌日は訪問して安心感を持って頂くとか、携帯電話の番号を記録して頂くとかの配慮もしている。

　事前に、良く打ち合わせをしておけば、亡くなった時に慌てて医師を呼ばなくて、ご家族でゆっくりとお別れをして頂けばよい。
　「最後の１日を、どのように過ごしたいか」との質問には、色々なお答えがあった。

　　感じたこと：とても楽しく話が進みましたが、いくつかの質問を考える事で、シリアスな問題を、自
分で改めて 考える機会を持てました。「どんな病気で亡くなりたいか」の質問に、「がん」と答え
た方が一番多くて、「吹田のレベルが高い」と評価も頂きました。
なお、「おかえりなさい」プロジェクト企画制作の「あなたの家にかえろう」（２８頁）を、１冊ず
つ頂きました。また、著書の「大往生なんか　せんでもええやん！」１０冊をお持ち頂いた売上代
金は、全額、私たちが進めている東日本大震災の義捐金（日本財団）にご寄付いただきました。　

　　　　　　（文責　小澤）

	今後の活動予定（公開講座や患者・家族会などに、お友達をお誘いください）


１．みんなの健康展：９月１０日（土）１３：３０～１１日（日）１６：００

　　　　　　　　　　メイシアター展示室のコーナーで、市民の皆さまとお話しをしていますので、

　　　　　　　　　　お立ち寄りください。

２．公開講座：全６回が決まりました。それぞれに役立つ講座です。お待ちしています。
３．定例会、患者・家族会：公開講座と一緒に、チラシに記載

	懇親会のお知らせ


１．日時：９月２４日（土）１２：００～１３：３０

２．場所：「磯心」（予定。ＪＲ吹田駅中央出口から徒歩３分）

３．費用：約3000円

４．申し込み：８月末までに、会長・副会長まで。担当：吉田（０６－６３８２－２０１１）
　　（なお、参加者が少ない時は中止します）
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